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（教科書 p. 100） 

考察 1-2 

母分散が 𝜎2 である母集団から抽出した大きさ 𝑛 の標本の平均が 𝑋 のとき， 

母平均 𝑚 に対する信頼度 99% の信頼区間は，どうなるだろうか。 

０ 見通しを立てよう。 

 真さん：教科書 98ページで母平均𝑚 に対する信頼度 95% の信頼区間を考えた。 

そのときの考え方を利用できるかな。 

 

 

１ 自分で考えてみよう。 

 
問題に取り組む[思] 

見通しを立てる[思] 
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１節 p.115 – 119 

1 

１ 数学的モデルを用いた予測 
◆待ち時間の予測 
Question１ 

 遊園地でポップコーンを買おうとしたら，行列ができていた。 

「どのくらい待つことになるのかな。」 

「パレードに間に合わないといけないから，あきらめようかな。でも食べたいなあ。」 

こんな思いをしたことはないだろうか。このようなときに，ポップコーンを買うまでの待ち時間を

予測するにはどうしたらよいだろうか。 

 

例えば，先頭に並ぶ人が買うのに 45秒掛かり，自分より前に並んでいる人数が 20人
としたとき 

待ち時間は（    (秒)）×（   (人)）＝（    (秒)）＝（    (分)） 

と予測することができる。 

Step 1-1  ポップコーンを買うまでの待ち時間は 15 分になるという考え方は，行列の

進み方について，どのような仮定をおいて導かれたのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

仮定とは，「その場面における法則性のようなものを自分で決めること」であり，こ

こでは「次の人が先頭にきた後も，買うのに掛かる時間は(   )秒だろうし，その次の

人も同じように時間が掛かる。」と考えることである。つまり，「1人がポップコーンを購

入するのに要する時間が（    ）である。」という仮定をしていることになる。 

 

先頭に並ぶ人が買うのに p 秒掛かり，自分より前に並んでいる人数が n 人だったら，

待ち時間 T を求める式は （         ）と表すことができる。このように式

を用いて表したものは数学的モデルの 1つである。 



 
２節 p.120 – 125 

1 

１ 関数モデルを用いた予測 
◆販売数の予測 
Question１ 

ミックスジュースを看板メニューとするフレッシュジュース店を開業した真さんは，日によっ

て来客数が変動するため，材料の過不足が生じて，利益にも影響が出ていることが気にな

っている。そこで，真さんは過去の販売数と，来客数に影響のありそうなデータをもとにして

ミックスジュースの販売数を予測してみることにした。 

どのようなデータからどのように販売数を予測すればよいだろうか。 
 

真さんは，ミックスジュースの販売数は気温に左右されるのではないかと考え，過去
20 日分の最高気温とこの店のミックスジュースの販売数を調べてみた。 

    
 

Step 1-1  上の表のデータから日ごとの最高気温とミックスジュースの販売数の関係を

調べるためには，どのようにすればよいだろうか。また，そこからどのような傾向が

読み取れるだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
３節 p.126 – 129 

1 

１ 確率モデルを用いた予測 
◆貸自転車返却台数の予測 
Question１ 

シェアサイクルは，便利で環境によい新たな交通手段として注目を集めている。その特徴

は，利用者が好きなポート（貸出・返却場所）で自転車を借りて，好きなポートに返すことが

できるという点である。ある観光地では，新たにシェアサイクルを導入することになった。

360台の自転車と A，B，Cの 3箇所のポートを準備したが，それぞれのポートに自転車を

収納するラックを何台分ずつ設置したらよいか決めかねている。どのようにして決めればよ

いだろうか。 
 
 
                       全部で 360台 

 

Step 1-1  「自転車 360 台に対して，ポートはＡ，Ｂ，Ｃの 3個所であるから， 

360÷3で 120 台分ずつラックを設置すればよい」という考え方がある。この考え方

はどのような仮定にもとづくものか。また，120 台分ずつラックを設置したときに起

こり得る問題点を挙げてみよう。 

 

「各ポートに120台ずつ」という考えは，どのような仮定をおいて考えているだろう。 

それぞれのポートで（                  ）と 

（                  ）が等しいという仮定。 

 

この設置方法で起きる問題点を挙げてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
？台 

 Ｂ 
？台 

 

Ｃ 
？台 

 



 
４節 p.131 – 136 

1 

１ 幾何モデルを用いた考察 
◆コンバージョンキック位置の考察 
Question１ 

ラグビーは，相手陣のインゴールの地面にボールを接地させると，トライといって 5 点が得

られる。さらに，コンバージョンキックという追加点を得るチャンスが与えられる。コンバージ

ョンキックは，下の図の地点 T でトライをしたとき， トライをした地点 T を通るタッチラインと

平行な直線 l 上であれば，フィールド内の好きな地点から蹴ることができる。そして，ボー
ルがゴールポストの間でクロスバーの上を越えると成功となり 2点が加えられる。 

コンバージョンキックは直線 l上のどの辺りから蹴るのがよいだろうか。 

 
左上の２つの●にペンなどを立て，それをゴールポストに見立てる。そして，下の 

直線   上からボールを蹴ってペンの間を通すようにイメージして考えてみよう。 

Step 1-1  直線 l 上のコンバージョンキックを蹴る位置は，どのように定めたらよいだ

ろうか。 

 

 

 

 

 

 

 Ｐ 

● 

● 



 
５節 p.137 – 140 

1 

１ フェルミ推定による推定 
◆チョークの概数の推定 
Question１ 

日本で 1年間に使用されるチョークの概数を推定してみよう。 

 

チョークは小学校・中学校・高等学校以外にも様々な所で使われているがその数は少
ないと考えて無視し， 
「 小学校・中学校・高等学校で使われるチョークを 

日本で使用されるチョークとする。（仮定①） 」 

と 仮定 してみる。すると，次のような関係式を 仮定 して考えられそうである。 

（日本で１年間に使用されるチョークの本数）＝ 

（１校あたりの１年間の使用本数の平均）×（小学校・中学校・高等学校の合計数） 

このように，関係する変量を見いだし，求めたい値をそれらの和や積で表すなどして，
その概数を求めてみよう。 
 
学校数を調べる術がないときには，その概数を推定しなければならない。 

Step 1-1  日本の小学校・中学校・高等学校の合計数を推定してみよう。 

 どのような仮定が考えられるだろうか。数学的モデルを考えてみよう。 
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